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 瀬戸内市では、特色ある教育活動を行う小規模な学校の一層の活性化を図ることを目的に、小規

模特認校制度を実施しています。 

 

小規模特認校制度について 

 小規模校の特性を生かした教育活動を推進している小学校で学びたい、子どもを学ばせたいと

いう希望者に対して、一定の条件をもとに、通学区域の学区外からの就学を認め、児童を受け入れ

る制度です。 

 地域の特色や少人数のよさを生かした教育活動や体験活動等を通して、生きる力や豊かな人間

性を育てます。 

 

瀬戸内市立裳掛小学校の特色 

 〇 地域との交流を生かし、地域に学ぶ体験的な学習があります。 

   例  ・ 虫明湾でのかきの養殖体験 

 ・ ぶどうづくり体験 

 ・ 国立ハンセン病療養所長島愛生園、 

邑久光明園での人権学習 

 ・ 虫明焼（伝統工芸）等の作品作り 

 ・ たまかずら山登山 

 ・ 裳掛地区の地域の祭り（文化祭・どんどまつり）への参加等 

 ・ 裳掛地区花火大会（地域主催） 

・ 裳掛小学校夏祭り（PTA主催） 

  〇 なかよし班（縦割り班）での遊びの時間などで異学年交流があります。 

 

就学の条件 

 小規模特認校への就学を希望する場合には、次の条件を満たすことが必要です。 

（１） 原則として、令和７年度に瀬戸内市立小学校第１学年へ就学する児童を対象とする。 

（他学年については現在通っている小学校へ相談ください。） 

（２） 保護者の責任及び経費負担において、その児童を該当小規模特認校に通学させることがで

きること。 

（３） 児童・保護者が、当該小規模特認校の教育計画に沿った学校生活を送り、卒業まで就学でき

ると認められること。 

（４） 保護者は、当該小規模特認校の教育活動及び PTA 活動等について十分理解し、積極的に

協力すること。 

（５） 小規模特認校卒業後、瀬戸内市立中学校へ進学する場合は、児童が在住する学区の中学

校に進学すること。 

地域の「ひと・もの・こと」から学び 

「豊かな体験」で「ふるさとを大切にする」児童を育成する 

 

瀬戸内市立裳掛小学校で一緒に学びませんか！ 
 



就学までの流れ 

① 授業等見学及び相談 

   裳掛小学校への就学を希望される場合は、小学校の授業等の見学、管理職等への相談が必要

です。令和６年１０月２１日（月）から１１月１日（金）の期間で行いますので、希望日について裳

掛小学校へご連絡ください。 

 

② 申請書の提出 

   見学・相談後、申請書を瀬戸内市教育委員会 総務学務課まで提出いただきます。 

  提出書類 ：  「小規模特認校への特認就学申請書」（様式第１号） 

              申請書類は瀬戸内市教育委員会 総務学務課にありますので、直接お問い合わ

せください。 

  申請期間 ：  令和６年 1１月１日（金）から１２月１０日（火）の 9時から 1７時まで 

※土曜日、日曜日、祝日を除く 

 

③ 面談の実施 

   申請書提出後、裳掛小学校長と面談をしていただきます。 

 

④ 結果の通知 

   令和７年１月中に瀬戸内市教育委員会から保護者宛に結果を通知します。この通知により、受

入れの可否が決定となります。 

   なお、就学を許可した後に、申請と事実が異なるなど、就学に支障があると認められた場合は、

就学許可を取り消すことがあります。 

 

⑤ 就学の時期 

   就学は、令和７年４月１日です。 

 

 

 

問い合わせ先 

〇 学習内容・見学・相談に関すること 

  瀬戸内市立裳掛小学校 教頭  （電話 ０８６９－２５－０２３４） 

 

〇 就学の手続きに関すること 

  瀬戸内市教育委員会総務学務課 就学担当  （電話 ０８６９－３４－５６４０） 


